
メセナ自書 1997

特集:企業の顕彰・コンクール事業

[社]企業メセナ協議会 編

顕彰事業の目的
芸術文化の振興のため
84.5
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芸術 家 の発掘・ 育 成 に貢 献 する企 業 メセナ

今回の特集は芸術文化に関する顕彰・コンクール事業

を取り上げました。「顕彰・コンクール事業」は日本にお

ける企業メセナの特徴のひとつとも言え、これは無名の

優れた芸術家の発掘や芸術活動の質の向上にも貢献し

ていると考えられます。企業が主催する事業のなかには、

受賞者への充実したアフターフォローを行つているも

のが少なくないことも明らかになりました。今回の特集

を含め、企業が展開するメセナ活動の多面性をこ熟読

いただきたいと存じます。

[社 ]企業メセナ協議会会長 西尾信一
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第 1章 1企業のメセナ活動

寄付金か宣伝広告費か

メセナ活動の財源を毎年調査しているが、毎回、寄付金と宣伝広告費が突

出している。今回のメセナ実施企業230社の支援形態を見ても171社 が寄付

金・協賛金の提供をしていることがわかる (P.35)。 また、寄付金と宣伝広

告費をメセナの財源にしている企業は230社中182社 となり79.1%を 占める。

当協議会は94年に文化庁から特定公益増進法人の認可を受け、当協議会が認

定した芸術活動に協議会の回座を経由 (ス ルー)して資金援助した場合、寄

付をした企業が税制上の優遇措置が得られることになった。しかし、今回の

調査でメセナを実施している230社のなかでこの制度を利用した企業は62社

(27.0%)にすぎなかった。特定公益増進法人制度を利用して芸術活動を支

援した企業は、96年度は544社 に及んでいることと、回答したメセナ実施企

業中62社にすぎなかったことを考えると、残りの482社の企業が現実にメセ

ナを実施しているわけであり、調査対象とならなかった未上場企業等にメセ

ナがひろがっているといえる。

メセナ実施企業の約 8割は寄付金か宣伝広告費を財源にしており、寄付金

のみは 1割強であることがわかった。メセナの財源をどこに求めるかは、企

業個々の事情によって異なリー概にはいえない。しかし、メセナを行う理由

の90%以上が「社会貢献の一環として」を挙げているのを考慮すれば、財源

を寄付金に求めることは、メセナの目的に合致するのではないだろうか。

[「寄付金」と「宣伝広告費」の内訳]

宣伝費のみ 合計 スルー

企業数
十

を

目

費

金
費

伝

付

く

宣

寄
除

十
と

金

費

他

付

伝

の

寄

宣

そ

＋盆

費

付

伝

寄

宣
＋
を

目

金

費
費

付

伝

く

寄

宣

除

みの金付寄

寄付金 28ネ土

21.10/o

40キ土

30.10/o

133:i土

1000/o
27社 38ネ土 42ネ土

2030/o 2860/o

メセナ活動の支障

メセナ活動の支障となる事柄を見ると「予算が少ない」は増加 し、逆に

「税制上の枠」は減少している。支障があると回答した企業のなかでは「予

算が少ない」に問題があるようだ。「予算が少ない」は、支援件数が「増加

した」企業でも、「減少した」企業でも、他の項目に比べ高い比率を占めて

いる。これは「支援件数を増やしたが予算が少ないので困った」と「予算が

比率

28社

22.00Иo

12711

1 000И o

32社401土

31.50Иo

38社

29.90Иo

21社

16.50Иo

宣伝広告費

比 率
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[メ セナ活動実施率の変遷]図 2

30調査結果の分析

62.0

67.0

65.6

66.8

70.8

N=95

27

お岬
１

６
・
３

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

[N‐ 351]

[N=455]

[N‐ 403]

[N‐ 376]

[N=404]

[N‐ 358]

[N=325]

42.7

[メ セナ活動を行わなかつた内訳 ]

96年度は行わなかつた

8.40Иo

現在は行つていない

20.00Иo

無回答

5.30%o
過去に1度も行つていない

66.30Иo
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[1]業種別実施状況
―
公共、マスコミ、金融・保険は安定した高実施率

■メセナ活動の実施状況を業種別にまとめてみると下表のような状況である。

■「公共」10社や「不動産」 4社は企業数が少ないもののすべての企業が実

施している。

■回答社数が68社ある金融・保険では前回調査の実施率85.2%と 同レベルの

85.3%の実施がある。

■前回調査において118社中69社58.5%の実施率であった「その他製造業」

は、今回の結果においても103社中61社59.2%と業種別にみると実施率は

低い。

[業種別実施状況 ]

業種 行つた 過去に行つたが 過去に行つたが 過去に1度も
96年度|よ    現在|よ     行つてtヽない
行つていない  行つていない

無回答    合計

実施の概要

水 産

8 [80.0]

12 [66.7] 3 [16.7]

58 [85.3] 2 lz.el 2 l2.sl

t [1oo.o]

a tre.oll t+slleirooO
3 [1oo.o] 3 lloo.ol
4 [1s.0] _ 2r [roo.o]
2 l2o.ol 1ql1q0 0l

28 [27.21 2 ll.s) 103[100.0]

3 [16-.7] l9t!9,01
1 17 .tl _ r 3 [r oo.o]

s lt 4) 1 [r.s] 68 [roo.o]

電気工事他

自動車製造 販売

金融・保険

運輸 倉庫 7 [63.6]

公共[電力・ガス・通信〕 101100.Ol

その他 s [71.4]

4|roool
4l!ql 11[looo]

_ 3 [17.6] r [s.e] 17 hoo.ol

1 167r s r333r #i]i33]
2 L2B.6l 7 11 oo ol

1 [roo.o] __ r [1oo.o]

re [s.B] (i3 [re.4] s [1.s] 32s1100.01総数 (社 ) 230 [70.8] 8 [2.s]

不動産 4 [roo.o]

建設 16

食 品 15

その他製造業 61 [59.2] 4[39] 8[7.8]

量販店 スーバー・百貨店 r 2 [e2.3]

マスコミ 13 [76.5]

サービス

無回答



30調査結果の分析

[2]売上高別/経常利益別/従業員数別実施状況
―一一経常利益が高く、従業員が多いほど高い実施率

■メセナ実施率を売上高別にみると、500～ 1000億円未満の企業のほかは売

上高が高いほど実施率も高い。500～ 1000億円未満の企業は前回の調査で

は45.5%の実施率であったから、この層の実施率は24.7%伸 びたことにな
る。

■経常利益別、従業員数別ともに大企業のほうがメセナ実施率は高い。

[メセナ活動の有無/売上高別 ]

29

lCЮ億円未満

100～ 500億円未満

500～ 1000億円未満

1000～ 5000億円未満

50(Ю～1兆円未満

1～ 5兆円未満

5兆円以上

無回答

N=9

N=73

N‐ 47

N=98

N‐ 32

N=36

N=7

N=23

行つている 1■ 行つていない

17.4

33.7

29、8

49.3

55.6
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[メセナ活動の有無/経常利益別 ]

1億円未満

1～ 10億 円未満

10～ 50億円未満

50～ 1(Ю億円未満

i00～ 5(Ю億円未満

5()()～ iO∞億円未満

1鰤億円以上

赤字

無回答

[メ セナ活動の有無/従業員数別 ]

lCЮO人 未満

1000～ 2500人未満

2500～ 5000人 未満

50(X)～ i万人未満

i万人以上

無回答

行つている ■行つていない

14.3

30.8■

13.9

29.3

40.0

60.6

77.8 N=9

N=33

N=95

N=41

N=79

N=20

N‐ 14

N=13

N=21

N=73

N=83

N=72

N=44

N=46

N=714.3

37.5

47.9

行つている ■行つていない
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96年度のメセナ活動以外の社会貢献活動の実施

―
社会貢献活動の実施率は84.9%
■96年度のメセナ活動以外の社会貢献活動は325社中276社84.9%で実施され
ているが、前回の調査結果である358社中317社88.5%の実施率からみると

減少する結果となった。

■前回の調査においては、「災害救援」に95年 1月 の阪神淡路大震災への災

害救援が含まれていたため63.4%の企業が実施していたが、今回の調査で
は37.3%と いう結果であり、この部分の減少が影響を与えている可能性が

ある。

■前回の調査においては、「学術研究」は34.7%で 8番目であったが、今回
は40.6%と上昇し、 5番目に多い実施率となっている。

31

[メセナ以外の社会貢献活動の有無]

行わなかつた

14.20Иo

無回答

0.90Иo
行つた

84.90%o

N=325

|196年版調査 N‐317
.Ⅱ.97年版調査 N=276

[具体的な内容]MA

地域社会活動

スポーッ

社会福祉

環境保全

学術研究

国際交流

教育

災害救援

健康・医学

その他

96年度のメセナ以外の社会貢献活動の実施

478
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メセナ活動実施企業

[1]実施件数-1社 当たりの平均活動実施件数は6.2件
■回答のあった企業の個別のメセナ活動の実施件数を合計すると、1387件 と

なった。前回の調査における「メセナ活動実施件数」は1397件、 1社当た
り6.0件であったが、今回のメセナ活動実施件数は 1社当たり6.2件である。

■下表にみるように音楽・美術の分野は例年支援している企業の比率が高い

が、今年の調査においても例年同様の結果は変わらない。

※下表で指す「延べ実施件数」とは、個々の活動の芸術分野の数を合計した数字である。 1件の活動が複数の

ジャンルにまたがるケースがあるため、実際の活動件数を示す「メセナ実施件数」よりも数値が高い。

[活動分野の比率 ]

芸術分野 延べ実施件数 件数比率 [OИo]N=1387 実施企業数 企業数比率 〔%]N=223

活動実績と内容について

音 楽 566 408 168 753

538

演 劇 144 10.4

14.3

映像 (映画 ビデオ )

グラフイツクデザイン 18

民俗芸能・郷土文化

12.6

|:|| 19               8.5

13

6.1

14

()(,         ノ        31
16_6

文化遺産・歴史的建遺物

書道

現代建築

11

19 14 12

博物館 24 1.7 21 94

文化振興機関への出捐.寄付     56          40           39          175

その他 115 3.3 26.9

301 21.7 120美 術

舞踊・バ レエ 59 43 32

1.9工芸 27

13.02.7 2937

造 園 0.4 2.2

1584 704合 計



第 1章 1企業のメセナ活動

[音楽・美術の支援企業数比率の推移 ]

93年版調査 [N=250]

94年版調査:[N=246]

95年版調査 [N=259]

96年版調査 [N=232]

97年版調査 [N=223]

3●調査結果の分析

70.0

74.4

76.8

75.4

75.3

33

40

■■■音楽
__美 術
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[2]音楽 。美術・演劇における支援内容およびジャンル

ー
 「演奏会」「展覧会」「公演活動」への支援が中心

■音楽、美術、演劇ともに発表支援 (「演奏会活動」72.2%、 「展覧会活動」

57.0%、 「公演活動」75。 7%)が大多数である傾向が続いている。

[音楽・美術・演劇の支援対象・ジャンル ]

支援対摯 件数  支援対象 件数   支援対象

音楽施設の建設 運営 27  作品購入 20  劇場の建設 運営 16

育英 奨学 27  美術館・ギヤラリーの建設・運営 55  育英・奨学

その他 21  育英・奨学 13  その他

その他

件数

合計

無回答

支援ジヤンル

現代音楽

ポピユラー

605
15

件数

合計

無回答

支撮ジヤンル

365
10

件数

合計

無回答

支援ジャンル

２

８

　

散

１５

１

　

仰

版 画

57  写真

8  その他

75  能・狂言

65  ミュージカル

76  その他

14

38

13
重 謡

合 計 540
15

合計合計

無回答無回答 無回答

音楽 美 術 演劇

公演活動 115
演奏会活動 437 展覧会活動 208

音楽家の 日常活動 77

顕 彰 16

作品賞与 6 劇団の運営・濱劇人の日常活動 8

美術尿・美術団体の日常活動  18 顕 彰 4

顕 彰 23

クラシック音楽 404 絵 画 182

オペラ 64 彫 刻 92

歌舞伎 文楽 16

演劇・パフオーマンス    82

人形口・バントマイム 17
邦楽・民謡 32 インスタレーション 50

その他 45



3●調査結果の分析

[3]支援形態
―
資金による支援が中心

■「寄付金・協賛金の提供」と「自社の事業としての出費」は資金による支

援ということができる。

■本設間に回答した企業230社中223社 (97.0%)が、資金による支援を行っ
ている。

〔支援形態]MA N‐ 1387

20

35

寄付金、協菫金の提供

自社の事業としての出費

人的面での支援

場所面での支援

物的面での支援

その他の形態の支援

70.1

12.4

8.4

6.3

7.4
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第 1章 1企業のメセナ活動

[4]支援目的―  「若手芸術家支援」
が「既成芸術家支援」に近づく

■「既成芸術家支援」が前回調査の29.3%か ら24.3%と 減少する一方で、

「若手芸術家支援」は21.7%か ら22.1%と 増加している。

■支援目的においては「地域文化の振興」が前回の30.3%か ら3.2%増加し

ている。

[支援目的]MA

地域文化の振興

鑑貫者の啓発

既成芸術家支援

若手芸術家支援

国際交流

現代芸術の振興

伝統芸能の保存

アマチユア支援

青少年育成

チヤリテイロ的

その他

10 20

30.3
33.5

27.
6.8

29.3
24.3

21.7
22.1

20.4
16.6

7.9
10.5

4.0

10.8

■■■?1年煙更査 N=1397

12.3

_……
97年版調査 N=1387



30調査結果の分析

[5]資金援助額 (総額)-1社 当たりの平均資金援助額は前年度から増加
■メセナ活動費の回答があった企業176社の資金援助総額では、1000万 円未

満の企業が38.6%で最も多い。
■176社の資金援助額の総計は175億5527万 円となり、 1社平均では9975万円
となる。前回調査においては174社の平均額が 1社平均9665万円であった
から、300万円以上の増加という結果である。

[1社当たりの資金援助額 ] N=i76

10億円以上

iO億円未満 1,70%o 1000万円未満

1.70Иo 38.60%o
5億 円未満

19.90%o

1億 円未満

9.70Иo

50(Ю万円未満

28.40%o

37
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[1]メセナ活動の担当組織について-31.7%の 企業にメセナ専任部署
■メセナを担当する組織として最も回答が多いのが「広報関連の部署」であ

り、「専任部署」は 2番目となっている。

[メセナを担当する部署]MA N=230

広報関連の部署

専任部署

総務関連の部署

系列の財団

宣伝関連の部署

社長室・秘薔室関連の部署

営業関連の部署

その他の部署

特に担当部署を決めていない

31.7

17

12.2

24.3

メセナ活動の運営について



3●調査結果の分析

[2]イニシアティプをとつている人

一
担当部署リードが大きく増加、トップダウン型企業を引き離す

■「会長・社長」がメセナのイニシアティブをとっているトップダウン型の

企業が71社30.9%に対し、「担当部署」がリードしている企業が106社46.1

%と いう結果となった。
■前回の調査では「会長・社長」が92社38.5%、 「担当部署」が82社34.3%
であったから、96年度の活動においては両者の関係が逆転している。

[イニシアテイプを取つている人] N=230

無回答

その他 ア.00Иo 担当部署

46.1 0Иo3.50%o

担当役員

12.60Иo

会長・社長

30.90%o

39
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[3]予算の決定について一
メセナ活動を予算化している企業は今年も増加

■メセナ活動の「予算が決まっている」企業は今回の調査では137社59.6%

であった。経年的にみると「予算が決まっている」企業の割合は今年も増

加し続けている。

■「予算化していない」企業に対して、どのような場合にメセナ費を支出す

るかを尋ねたところ、「社外からの要請があれば個別に判断して支出する」

が79社84.9%、 「社内から要請があれば個別に判断して支出する」が46社

49.5%、 「その他」が 3社3.2%である。

〔予算の決定] N=230

予算が決まつている

59.60%o
予

"は
とくに決まつていない

40.40Иo

[メ セナの予算の決定の推移 ]

40 60

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

N‐ 149

N=256

N=250

N=252

N=265

N=239

N=230

2.7

12

17.6

予算が決まつている 日1予算はとくに決まつていない |1無回答

0.4

5.4
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[4]メセナ活動の財源
―
 「寄付金」「宣伝広告費」は今年も突出

■メセナ活動の財源がどこから出ているかについては、例年「寄付金」と

「宣伝広告費」の 2項 目が突出する傾向が続いているが、96年度も同じ結

果であった。

[メセナ活動の財源]MA

40〔 %〕

寄付金 53.1

57.8

宣伝広告費 52.3

55.7

広報費

21.3

文化事業費 11.7

12.2

販促費 9.6

8.3

財団助成金 9.6

7.0

交際費

8.8

福利厚生費

1.7

41

〈
Ｕ

雑 費

その他

10.4

15.1

■■■96年版調査 N=239
_……
97年版調査 N=230

6
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前年のメセナ活動との比較
―
支援件数の増加は22.6%

■「支援件数」「資金援助額」「支援要請件数」「メセナ担当スタッフ数」「社

内のメセナ活動への関心」の 5項目中「増加した」「減少した」について、
95年度の活動と96年度の活動を比較したのが下図であるが、「支援件数」

が増加した企業は前回調査の20.1%か ら22.6%と 2.5%増加している。

■「メセナ担当スタッフ数」に関しては「増加した」より「減少した」ほう

が多い。

[昨年のメセナ活動との比較 ] N=230

20 40

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

3.5 3.9

増加した 綴変わらない ■減少した ■無回笞

95年度と96年度のメセナ活動の比較

22. 66.51 9.1

23.5 122

_                    90.41
ヒニ
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N=230

30.0

43

[97年版調査 (96年の活動)]

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

[96年版調査 (95年の活動)]

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

10 20F/ol

20.1

22.6

23.5

■■■増加した
_‥_減 少した

N=239

25.1

31.0

30.1

■■■増加した
_‥_減 少した
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[1]支援先を選ぶ方法一一―「自主的に探して」が44.8%

■支援先を選ぶ方法としては前回の調査結果と比較すると、「直接要請を受

けたものから」が67.4%か ら61.7%に減少し、「自主的に探して」が45.2

%か ら44.8%に微減、「外部から紹介されたもののなかから」が37.2%か
ら38.3%に微増という結果である。

[支援先を選ぶ方法]MA

直接要請を受けたものから

自主的に探して

外部から紹介されたもののなかから

関係会社等の要請があつたものから

その他

145.2
44.8

67.4

■■■96年版調査 N=239
___97年 版調査 N‐ 230

29.6

11.3

,12.2

メセナ活動の進め方



30調査結果の分析

[2]受賞歴を参考にするか

―一受賞歴を「参考にする」「参考にしない」はほぼ均衡

■支援先の選択基準として、支援の対象となる個人および団体の顕彰・コン

クール事業の受賞歴を参考にするかについての質問では、「重視する」「あ

る程度参考にする」と回答した企業は合計すると108社47.0%で あり、半
数近くが参考にしている。

[受 賞歴の参考 ] N=230

重視する

1.30%o

参考にしない

19.1%o ある程度参考にする

45.70Иo

あまり参考にしない

29.60Иo

45

無回答

4.30Иo
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[3]結果を評価する基準―  
「社会的意義で判断する」企業が増加

■メセナ活動の結果の評価基準としては、「社会的意義で判断する」が178社

77.4%で あり、前回調査の66.1%か ら大きく伸びた。

■「社内外の評価で判断する」という評価基準は、53.1%か ら今回では112

社48,7%と 減少している。

■評価基準のない企業24社の「今後評価基準をつくる意向」は6社25.0%で

あった。

[結果の評価基準]MA

社会的意義で判断する

社内外の評価で判断する

数値的基準で判断する

芸術そのものの価値で判断する

特になし

53.1
7

66.1
77.4

96年版調査 N‐ 239
97年版調査 N=230

24.3
27.4

26.4
5.2

7


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































